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(1)平面ジグザグ型コンブォーメーションのポリエチレン (P E) とポリジアセチレン (PDA) , 



































(1)張力の増加と共に主鎖骨格の振動モードが低波数シフトするが， PE , PDAのような平面ジグ
ザグ分子では伸縮の，また POMのようならせん分子では変角とねじれモードのシフトが顕著で，分子
変形に対するコンフォメーションの効果を分光学的に正確に捉え得ることを実証した。 (2) PDA単
結晶について分光学的に求めたヤング率の応力，温度依存性は実測の応力 歪曲線と良く対応し，また
高温におけるヤング率の低下は分子鎖のねじれモードによることを示した。 (3) POMについて分光
学的手法で求めたヤング率はX線回析法による結品ヤング率の値とかなり異なるが，この原因としてX
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線法で一般に採用されている応力均一分布モデルに問題があることを指摘してより高次の複合モデルを
用いて結晶ヤング率の実測値を補正する方法を提案した。
以上のように呉君の研究は高分子繊維の力学挙動の分子論的解明に振動分光法を取り入れた新しい研
究法を開拓したもので理学博士の学位論文として充分価値あるものと認めるO
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